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『研究課題名 重症筋無力症患者における fracture risk assessment tool （FRAX®）による骨

粗鬆症性骨折発症の 10 年確率と実際の骨折発生率の比較』 

研究機関名  東邦大学医療センター大橋病院 

研究責任者  脳神経内科   職位・氏名 准教授 紺野晋吾  

 

【試料・情報の利用目的】 

取得した試料・情報は重症筋無力症患者さんの 10 年間の骨折発症予測率（FRAX®アルゴリ

ズムによる計算値：（FRAX®アルゴリズムによる計算値：年齢、性別、体重、身長などの個人

情報と、骨折のリスク要因（例えば喫煙、アルコールの摂取、家族歴、既往の骨折等）を入力

し、今後 10 年間に骨折する計算された確率です）と実際の骨粗鬆症性骨折（骨粗鬆症によっ

て骨が弱くなり、普段の生活活動中に起こり得る骨折です。特に腰椎や大腿骨頸部で起こり

やすいです。）の発症頻度を比較する研究に利用します。 

この研究で得られる成果は、FRAX®が重症筋無力症患者さんの将来的骨折予測に有用なツ

ールとして妥当が否かの評価を行うことができます。 

 

【他機関への提供】 

該当せず。 

 

【研究に用いられる試料・情報】 

情報：病歴、診療の治療歴、2012 年時の骨密度検査値、骨代謝マーカー値、FRAX®値

（fracture risk assessment tool による計算値：年齢、性別、体重、身長などの個人情報と、骨

折のリスク要因（例えば喫煙、アルコールの摂取、家族歴、既往の骨折等）を入力し、今後 10

年間に骨折する計算された確率です）。10 年間の骨粗鬆症性骨折の有無に関する記録（骨

粗鬆症によって骨が弱くなり、普段の生活活動中に起こり得る骨折です。特に腰椎や大腿骨

頸部で起こりやすい骨折です）。研究に利用する情報は、患者さんのお名前、住所など、個人

を特定できる情報は削除して管理します。また、今回の研究で得られた成果を、医学的な専

門学会や専門雑誌等で報告することがありますが、個人を特定できる情報を報告・公開する

ことはありません。 

 

【試料・情報の利用または提供を開始する予定日】 

2023 年 12 月２１日より利用を開始します。 

 

【試料・情報の提供を行う機関の名称及びその長の氏名】 

該当せず 



 

【試料・情報の取得方法】 

対象者：東邦大学医療センター大橋病院脳神経内科に通院された重症筋無力症患者さんで

2012 年 4 月から 7 月に骨密度を測定し FRAX®による 10 年間骨粗鬆性骨折予測率を算出し

たおおよそ 70 名（橋承 12-13）。これらの方々の 2023 年 9 月までの骨粗鬆性骨折の発症に

ついて調査します。 

方 法：診療録（カルテ）から抽出したデータを解析します。 

 

【研究組織】 

代表施設名：東邦大学医療センター大橋病院 研究代表者：紺野晋吾 役職：准教授 

 

【利用する者の範囲】 

東邦大学医療センター大橋病院 脳神経内科 紺野晋吾 

 

【試料・情報の管理について責任を有する者の名称】 

東邦大学医療センター大橋病院 脳神経内科 紺野晋吾 

 

本研究に関してご質問のある方、試料や情報を研究に利用することを承諾されない方は

2024 年 2 月 29 日までに（過去に採取した既存試料を利用する場合）下記へご連絡下さい。

代諾者もオプトアウトの請求が可能です。申し出のあった方の試料・情報は、利用を行いませ

ん。その場合でも、患者様に不利益になることはありません。 

 

【連絡先および担当者】              東邦大学医療センター大橋病院 脳神経内科 

職位・氏名 准教授 紺野晋吾                

電話 0334681251 内線 ７５５１ 

 


